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（論文内容の要 旨）

近年，様々な種類の言語学習者 コーパスが収集 され， 言語教育の調査研究 に利用

されている．ウェブを利用 した言語学習アプ リケーションも登場 し，膨大な量のコー

パスを収集することも可能になって きている．学習者が生み出 した文には正用だけ

でな く誤用 も含 まれてお り，それ らの大規模 な誤用文 を言語学や教育な どの研究に

活かす ことが重要である． 日本語教育の現場 では，学習者 の書いた作文において学

習者 が誤 りを犯す原因を追及 し，誤用 を犯 さない ようにフィー ドバ ックとして活か

したい需要があるが，大規模 な言語学習者 コーパスを調査分析するのは困難である．

研究に活 かすために，学習者 コーパス内の学習者の書いた誤用 を検出 し，それ らに

誤用の種類 を明示する誤用 タグを振 り，統計的 に分析す ることが重要である．その

ような理由か ら，本研究では以下の作業，実験 を行い，次 のようなことが分かった．

1． 日本 語 学習者 の作 文 に誤 用 タグ を付 与 した誤 用 コーパ ス （NAIST誤 用 コーパ

ス）を作 成 した ． （a）関 連す る 日本語学 習者 コーパ スで使用 されて い る誤用 タ

グについ て調 査 を行 った． （b）現存す る誤用 タグの長所短 所 を考慮 し，汎用 性

が あ る よ うな誤用 タグ を作成 した． （c）NAIST誤 用 コーハ ス を用 い ， 日本 語

学習者 の格助 詞 の誤 用 につ いて調 査 した ．そ の助 詞誤用 頻度 分析 の結果 ，助詞

を脱 落 させ る誤 りが最 も多 い こ とがわ か った． さ らに，助詞 「の」や 「は」 に

おい て学 習者 の習得 の難 しさが見 られ た．

2．NAIST誤 用 コーパ ス にお いて機械 学 習法 を用 いた誤 用 タイ プ別 自動 分類実 験

を行 い，かつ アプ リケー シ ョンに堪 え うる適合率 を実現 した （8割程 度）． （a）誤

用 タイ プ別 自動 分類実験 を ドメ イン外 の コー パス において も行 ったが，NAIST

誤 用 コーパ スで の実験 に比 べ る と精 度 が14．9％ ほ ど低 か った．

3．新 聞 コーパ ス に おい て格 助 詞 「を」 の正用 例 ，誤 用例 抽 出実 験 を行 った． （a）

「を」の正用 モデル を新 聞 コーパス か ら作 り，その モデル を用 い，学習者 の コー

パス で誤用例 を判定 で き るか ど うかの実験 を行 った ．100事 例 の場 合 ，F値 で

50．0％，200事 例 の場 合，F値 で53．9％ の精度 で判 定 で きた

以上の作業を行い，学習者 コーパスの整備 をす ることによ り，言語教育の調査研究

に関 して新 しい知見 が得 られた．



氏 名 大山 浩美

（論文審査結果の要 旨）

平成27年12月22日 に開催 した公聴会の結果 を参考に平成28年2月22日 に本博

士論文の審査を行 った．以下の とお り，本博士論文は，提案者が独立 した研究者 とし

て，研究活動を続 けてい くための十分な素養を備 えていることを示すもの と認める．

大山 浩美は，本博士論文において，日本語学習者の作文中の誤 りの タイプに関す

る詳細な調査を行 い，誤 りの種類を分類することによって，新 しい誤 りタイプのセッ

トを提案 した．また，その分類 に従 って，学習者の日本語作文の誤 り訂正データに

対 して誤 りタイプの 自動分類 を行 う手法 を提案 し，評価 を行 った． さらに，学習者

の誤 りの中で も頻度の高い助詞誤 りを取 り上 げ， 自動誤 り訂正手法を提案 し，実験

による精度評価 を行 った．本論文は， 日本語学習者の作文中の誤 り訂正 と分類 に関

して，次の ような貢献 を認める．

1．El本語学習者の誤 りの詳細な解析を行 い，言語学的にも自然であ り，かつ，計

算機 による分類にも適切な誤 りタイプの分類 を提案 した．

2． 日本 語 学 習者 の作 文 中 の誤 りに対 して誤 用 タグ を付 与 した コーパ ス （NAIST

誤 用 コーパ ス ）を構築 し，研 究 コ ミュニ テ ィに公開 した．

3．構 築 したNAIST誤 用 コーパ ス に対 して，誤 用 タイ プの 自動 分類 実験 を行 い，

その性能 評価 を行 った． また ， 自動 分類 ア プ リケー シ ョン として利用 可能 な程

度 の分 類性 能 を報告 した ．

4．新 聞 コーパ ス を利用 して ，日本語 の助詞 の使用誤 りに対す る 自動誤 り訂正 法 を

提 案 し，実 験 によって精 度 票 を行 った ．特 に，格助 詞 「を」の正用例 ，誤用 例

の分類 実験 を行 い、 問題 点 や改 良点 につ い て考 察 を行 った．

日本語学習者の文法誤 りの種類 に対する新 たな誤 り分類 を提案 し，実データに対

す る自動的な誤 りタイプ分類法の提案 と評価 を行 った本研究は，実用的であ り，自

然言語処理技術 を利用 した言語教育分野 において高い貢献がある と評価す る．

よって，本論文 は，博士 （工学）の学位論文 として価値 あるものと認める．


